
 

 

 

 

 

 

 
※なお，本校では，上記の資質・能力を児童及び教諭間で共有するために，次の名称を用いている。 

自分事の問い追究力（探究力），かんがえ力（論理的思考力），ふりかえり力（メタ認知力），みんなと解決したい気

持ち（協働，合意形成意欲），思いやりの心（共感的な態度），するどい目（本質を志向する価値観） 

１ 単元の配置 

月 ４   ５   ６   ７  ８   ９   10   11   12   １   ２   ３ 

単

元 

 

 

 

２ 児童観 

児童の資質・能力及び態度の実態を明らかにするために以下のアンケートを行った。 

(1) 「学習方法に関すること」に対する実態 

資質・能力 下位項目 アンケート項目 
アンケート結果（４段階） 

とても やや あまり 全然 

スキル 

自分事の問い

追究力 

・授業を受けるとき，「なぜだろう」「やってみたい」

と思っています。 
    

かんがえ力 
・授業では，自分の考えと理由を相手に分かりやすく

なるように発表を工夫しています。 
    

(2) 「自分自身に関すること」に対する実態 

資質・能力 下位項目 アンケート項目 
アンケート結果（４段階） 

とても やや あまり 全然 

スキル ふりかえり力 

・学習の振り返りをするときは，「どこまでわかったか」

や「学習の方法でうまくいったことや失敗したこと」

などの理由を考えています。 
    

価値観 

倫理観 
するどい目 

・授業では，「たぶんこうではないかな。」「こうすれば

できるのではないか。」と考えています。 
    

(3) 「他者や社会に関すること」に対する実態 

資質・能力 下位項目 アンケート項目 
アンケート結果（４段階） 

とても やや あまり 全然 

意欲・態度 
みんなと解決

したい気持ち 

・授業では，友達と話し合うなどして自分の考えを深

めたり，広げたりしています。 
    

価値観 

倫理観 思いやりの心 

・困っていたり，悲しんでいたり，辛そうにしていた

りする人がいたら，「どうしたのかな？」「助けてあ

げたいな。」と思います。 

    

この実態調査により児童は，「思いやり」の心をもっている児童が多いことが分かった。 

反面，①ふりかえり力や②みんなと解決したい気持ちには，課題がみられた。①については，学習の

振り返りをするときに「どこまでわかったか」や「学習の方法でうまくいったことや失敗したことなど

の理由を考えること」ができていないことが分かった。また，②課題について自分の意見を伝え合うこ

とで話し合いを深めていこうとする気持ちが弱いことが分かった。 

 

 

地域を探検しよう(2 0時間) 

こんにゃくを育て，調べよう（3 0時間） 

こんにゃくのおいしさを

宣伝しよう（20時間） 

総合 第３学年 神石高原町立三和小学校 指導者 名越 沙弥佳 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

探究力・論理的思考力・メタ認知力・協働，合意形成意欲・共感的な態

度・本質を志向する価値観 

本質を志向する価値観 

「発見ふるさと探検隊！」  

～こんにゃくのおいしさを宣伝しよう～ 



本単元「発見！ふるさと探検隊」 

学習材の魅力（学習材自体の価値や子どもにとっての魅力，GT の生き方） 

本単元は，地域の特産物に着目して，地域のよさについて考える単元である。 

地域のこんにゃく作り名人との交流を通して，神石高原町のこんにゃくの特徴や苦労，そしてその

おいしさについて知ったり，こんにゃく農家の方の「神石高原町のこんにゃくをたくさんの人に知っ

てほしい」という思いや，その実現に向けた悩みについて共に考えたり，神石高原町のこんにゃくを

地域の方々と協働して模索したりしていくことのできる単元である。 

身近な食材であり，神石高原町の四仙人の 1 つであるこんにゃくを取り上げることで，子どもたち

が自分事として「こんにゃくの秘密を知りたい。」「自分たちの住む神石高原町のこんにゃくのおいし

さをもっと知ってもらいたい。」という願いをもって活動することができると考える。 

そうした願いを，実際に自分達の畑でこんにゃくを手作りしたり，地域のこんにゃく作りをされる

名人にこんにゃく作りを教えてもらったりして，よさを広めていきたいと考える気持ちを強めたい。

こんにゃくのおいしさを広めていくために自分達ができることを地域の人たちに提案するという機会

を取り入れ，表現方法を工夫したより良い表現やアピールの工夫を目指す姿も期待できる。 

ここ神石高原町のこんにゃくのよさを宣伝していくために自分にできることは何かを考えることの

できる意義深い学習材である。 

３ 単元観 

( 1 ) 本単元の学習の本質と児童のこれまでの学び 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 人として生きることの一側面 

  生きるということには，生涯問い続けるという側面がある。生きる上で社会から投げかけられる多くの問いは，

答えの無い問いである。社会からの問いかけを「自分事の問い」としてとらえ，この問いに対して「今ここ」で出

しうる自分の「応え」を出していかなくてはならない。そして「応え」た自分自身をも対象化して，また新たな問

いが「この応えでよいのか。」と立ち上がる。この無限の問いかけに対し，諦めず応え続けることが，人として生き

ることの一側面である。 

○ 本校の総合的な学習の時間の目標 

地域の人や自然，社会とのかかわりを通して，「自分事の問い」を追究し，主体的・創造的・協働的に課題を解決

しようとするとともに，身近な地域の様々な人とのかかわりを通して，地域に対する親しみと愛情を深め，自己の

生き方を考えようとする。 

○ 本単元で問われる生き方の本質的な問い 

こんにゃくのよさを知ってもらうには，どうすればよいだろう。 

○ 本単元の目標  

学習方法 自分自身 他者や社会 

自分事の問い追究力 

こんにゃく作りをしたり，地域の

こんにゃく作り名人から話を聞いた

りすることを通して，自分なりのこ

んにゃく作りに対する思いや願いを

もち，必要な情報を収集・分析し，

課題解決を目指して探究することが

できる。 

かんがえ力 

集めた情報を比較，分類，関連付

けして自分の考えをつくり効果的に

表現することができる。 

ふりかえり力 

自分の学び方の成長や学んだ事の

自分にとっての意味， 学んだことど

うしの関わりについて振り返ること

ができる。 

するどい目 

「神石高原町のこんにゃくのよさ

を知ってもらうにはどうすればよい

か」という問いや自分の問いに対し

て，自分なりの「応え」を見付けよ

うとする。 

みんなと解決したい気持ち 

安易に友達の意見に流されず，相

手の発言の関われるところを見付け

て，自分や相手の考えを深めあおう

とする。 

思いやりの心 

神石高原町のこんにゃく作りに対

する課題を知り，地域の歴史ある特

産物を残し，よさをたくさんの人に

知ってもらうためには，どうすれば

よいか考える。 

 



４ 指導観 

（１）児童の実態調査の課題を受けて，次の工夫を行う。 

 実態① ふりかえり力 

①については，学習したことを全体で交流する場を設定する。自分の学びや友だちの学びでつな

がっていることや違っていることを見つけ，次の学習に生かすことができるように，おたずねや感

想を伝え合わせる。 

実態② みんなと解決したい気持ち 

②については，神石高原町のこんにゃくのおいしさやよさを広めるために，自分たちにできるこ

とがないか意見を交流したり，アドバイスし合ったりする。また，友だちが課題解決をする際に，

困っていることを相談し，課題を解決していくための方法を出し合うことで，友だちの役に立った

り，協力してくれたりする気持ちよさを感じることができる 

（２）研究主題のかかわりから次の工夫を行う。 

①「自分事の問い」をもたせ，追究させるために次の工夫を行う。 

手立て①「自分事の問い」を見付けさせるために次の工夫を行う。 

・神石高原町のこんにゃく作りについての現状を農家の方から話を聞いたり，自分達で育てたこん

にゃくいもを使ってこんにゃく作りをしたりすることで，こんにゃくに対する思いをもたせ，解

決するために何ができるか課題を見つけ，追究させていく。 

手立て②「自分事の問い」を更新し，本質へ向かうために次の工夫を行う。 

・振り返りの場を設定し，単元前半の児童の振り返りと後半の振り返りを比較する場を設定し，自

己の成長や生き方の考えについてまとめさせる。 

②「学び合い」のある単元展開にするために，次の工夫を行う。 

  手立て③「学び合い」の必要感・切実感をもたせるために次の工夫を行う。 

・お世話になった方へのお礼の会を設定することで，学んできたことをまとめ，自分たちの発表に

アドバイスを出し合ったり，おたずねをしたりして，学び合いの場を設定する。 

・農家の方から，悩みや神石高原町のこんにゃく生産の現状について話を聞かせてもらうことを通

して，こんにゃくのよさをたくさんの人に広めることはできないかという思いをもたせる。 

手立て④「学び合い」の「おたずね」「かかわり」「納得探し」「自分の応え」の過程で次の工夫を行

う。 

・基調提案に対して「おたずね」や「かかわり」をすることを通して，神石高原町のこんにゃくの

よさを知ってもらうための自分の考えをより深めさせていく。 

５ 単元の評価規準 

学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会に関すること 

自分事の問い追究力 

こんにゃく作りをしたり，地域の

こんにゃく作り名人から話を聞いた

りすることを通して，自分なりのこ

んにゃく作りに対する思いや願いを

もち，必要な情報を収集・分析し，

課題解決を目指して探究することが

できている。 

かんがえ力 

集めた情報を比較，分類，関連付

けし自分の考えをつくり効果的に表

現している。 

ふりかえり力 

自分の学び方の成長や学んだ事の

自分にとっての意味， 学んだことど

うしの関わりについて振り返ること

ができている。 

するどい目 

「神石高原町のこんにゃくのよさ

を知ってもらうにはどうすればよい

か」という問いや自分の問いに対し

て，自分なりの「応え」を見付けよ

うとしている。 

みんなと解決したい気持ち 

協力して作業をしたり，安易に友達の

意見に流されず，相手の発言の関われる

ところを見付けて，自分や相手の考えを

深めあったりしようとしている。 

思いやりの心 

神石高原町のこんにゃく作りに対する

課題を知り，地域の歴史ある特産物を残

し，よさをたくさんの人に知ってもらう

ためには，どうすればよいか考えている。 



６ 単元の展開（20 時間）  

過程 学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

自

分

事

の

問

い

の

設

定 

１ 神石高原町で作られるこんにゃくのおいしさを広

めていくために，どんなことができそうか自分の課題

を決める。（２時間）  

(1)  宣伝について知る。 

(2) 個人経営の農家の方から生産や販売の苦労や工

夫，働き甲斐などについて話を聞く。 

(3) 農家の方の思いや願いとその達成に向けた課題を

整理分析し，自分の課題を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・おいしさを伝えるための宣伝方法を考えるという視点

で，自分たちにできることを考えるようにさせる。 

・農家の方に聞いたお話をもとに，こんにゃくを広めてい

く工夫を話し合う。 

 

思いやりの心 

神石高原町のこんにゃく作 

りに対する課題を知り，地域 

の歴史ある特産物を残し，よ 

さをたくさんの人に知って 

もらうためには，どうすれば 

よいか考えている。 

（発言・ノート） 

自分事の問い追究力 

こんにゃく作りをしたり，

地域のこんにゃく作り名人

から話を聞いたりすること

を通して，自分なりのこんに

ゃく作りに対する思いや願

いをもち，必要な情報を収

集・分析し，課題解決を目指

して探究することができて

いる。（発言・ノート） 

 

情

報

収

集 

 

 

 

２ こんにゃくのおいしさを広めるという課題解決の

ために調べる内容や方法を考え，友達と協働して追究

活動を行う。（４時間） 

(1) 宣伝の方法とその効果について，インターネット

や書籍をもとに調べる。 

(2) 全国のこんにゃくを使った料理を調べたり，こん

にゃくの食品としての特徴を調べたりする。 

(3) 他の食品や地域で行われている効果的な宣伝方法

から，神石高原町のこんにゃくで使えそうな方法を

見つける。 

 

 

 

 

 

 

・宣伝活動を成功させるための計画を立てさせる。 

・手作りこんにゃくの味やこんにゃくができるまでの手間

を経験することで，神石高原町のこんにゃくのおいしさ

を再度実感させ，こんにゃくのおいしさを伝えたいとい

う思いを高めさせる。 

 

みんなと解決したい気

持ち 

協力して作業をした

り，安易に友達の意見に

流されず，相手の発言の

関われるところを見付け

て，自分や相手の考えを

深めあったりしようとし

ている。（発言・ノート） 

かんがえ力 

集めた情報を比較，分

類，関連付けし自分の考

えをつくり表現してい

る。（発言・ノート） 

 

課題：神石高原町のこんにゃくのおいしさを知ったね。でも，こんにゃくを作る人や量は，どんどん減ってい

るみたいだね。こんにゃくのおいしさをもっとたくさんの人たちに知ってもらいたいな。 

たくさんの人に知ってもらいたいから，たくさんの人が目にしやすいチラシやレシピ集を作って 182 ステーシ

ョンに置くのはどうかな？ 

チラシの宣伝方法について調べてみたら，たくさんの人に配ることができて，手元に残るものだということ

が分かりました。チラシを作るのにかかるお金やどこで配るかを詳しく考えてみたいな。 

神石のこんにゃくは，手作りでやわらかくて，マンナンという成分がたくさん含まれていておいしいから，

そのよさが伝わる宣伝方法を工夫していきたいな。 

 



整

理

・

分

析 

 

３ 情報収集過程で集めた資料をもとに整理・分析し，

自分たちにできることを考えまとめる。（４時間） 

(1) 集めた情報を整理・分析し，自分たちの追究や考

えの検討や考えの見直しをする。 

(2) それぞれが考えた宣伝方法がうまくいくか，試作

をし，改善方法を出し合う。 

・試作をしたり，他学年に試食してもらい，アイデアにつ

いての意見を出し合ったり，意見をもらったりして，改

善させる。 

・自分たちが考えていることに自信をもったり，直した方

がいいことが分かったりすることで，成功している宣伝

法のよさに着目することができるようにする。 

 

 

 

かんがえ力 

集めた情報を比較，分

類，関連付けし自分の考

えをつくり表現してい

る。（発言・ノート） 

 

ま

と

め

・

創

造

・

表

現 

４ こんにゃくのおいしさを広めるためのアイデア提

案会をする。（３時間） 

(1) 友達と協働して伝える工夫を話し合い，自分たち

の考えをまとめ，表現する。（本時） 

(2) アイデア提案会を開く。 

 

 

・実際に自分たちが考えたアイデアを実際に試食してもら

ったり，見てもらったりすることができるようにさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

かんがえ力 

自分の考えを効果的に表

現している。（発言・ノート） 

するどい目 

「神石高原町のこんにゃ

くのよさを知ってもらうに

はどうすればよいか」という

問いや自分の問いに対して，

自分なりの「応え」を見付け

ようとしている。 

実

行 

５ 自分達の考えた宣伝方法を実践する。（５時間） 

(1) 計画をする。 

(2) 自分の考えた宣伝方法を扱ってもらうためのお願

いをする。 

(3) 経過報告を聞き，改善できることを話し合う。 

(4) 宣伝の結果を収集する。 

・お世話になったこんにゃく作り名人や地域のこんにゃく

農家と連携をとり，意見やアドバイスをもらうことがで

きるようにする。 

・発表する際の方法と発表方法のメリット・デメリットを

知らせる。 

・発表で使う掲示物を作成させる。 

自分事の問いの追究力 

こんにゃく作りをしたり，

地域のこんにゃく作り名人

から話を聞いたりすること

を通して，自分なりのこんに

ゃく作りに対する思いや願

いをもち，必要な情報を収

集・分析し，課題解決を目指

して探究することができて

いる。 

みんなと解決したい気持ち 

協力して作業をしたり，安

易に友達の意見に流されず，

相手の発言の関われるとこ

ろを見付けて，自分や相手の

考えを深めあったりしよう

○オリジナルこんにゃくレシピ集を作って，182 ステーションやゆっくらに置いてもらいたいな。 

○こんにゃく作り体験ができる会を考えたいな。  

○パンフレットを作って役場や公民館に置いてもらおう。 

 

 自分達のアイデアに協力してもらうことができた。もっとこんにゃくのおいしさを知ってもらうことができ

たようでうれしいな。 

自分たちが考えたアイデアを提案して，アドバイスをもらうことができてよかったな。これから，１８２ス

テーションやゆっくらにお願いができるように準備をしていきたい。 



としている。（発言・ノート） 

かんがえ力 

自分の考えを効果的に表

現している。（発言・ノート） 

 

振

り

返

り 

６ 今後の取組について考える。自分たちの生き方を振

り返る。（２時間） 

(1)  宣伝方法の効果や自分達の頑張りを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単元の始めの頃の振り返りを想起させて，今の考えと比

較させ，自分の成長を確かめる材料とする。 

 

 

 

 

 

 

 

ふりかえり力 

自分の学び方の成長や

学んだ事の自分にとって

の意味， 学んだことどう

しの関わりについて振り

返ることができている。 

（発言・ノート） 

 

 

神石高原町のこんにゃくのよさがもっとたくさんの人たちに広まっていったら，私たちも嬉しいし，地域の

人たちも喜んでくれると思うな。 

神石高原町のよいところを，まずは自分達が詳しく知ると，色々なアイデアが出てきたね。 

実際に宣伝するためには，準備や計画を立てたり，準備をしたりと大変なことがたくさんあったけど，提案

ができて，たくさんの人に知ってもらえるように活動できたからよかったよ。 



７ 本時の展開 

（１）本時の目標 

神石高原町のこんにゃくのよさを知ってもらうにはどうすればよいか」という問いを意識し，自

分の考えた取組に効果があるかどうかを見付けようとしている。 

（２）学習の展開 

４ こんにゃくのおいしさを広めるためのアイデア提案会をする。（３時間） 

(1) 友達と協働して伝える工夫を話し合い，自分たちの考えをまとめ，表現する。 

配時 主な発問と児童の反応予想 指導上の留意点 
評価規準 

（評価方法） 

３分 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ アイデア提案会の進め方を確認する。 

 
２ アイデア提案会の準備をし，意見や質問

を交流する。 

Ｔ：それでは提案をしましょう。３分間で発

表します。聞く人たちは，「おたずね」し

たいことや，よかったこと，意見を発表し，

発表者の意見をよりよいものにしていき

ましょう。 

Ｃ１：私たちはレシピを作って 182 ステーシ

ョンで無料配布することを提案します。レ

シピを 182 ステーションで買い物をする

人に配布します。182 ステーションには，

地域の人だけでなく，福山などからも買い

物に来る人がたくさんいるので，知っても

らえると思います。  

Ｃ：どうして無料にしたのですか。  

Ｃ１： 無料のほうがレシピをもらってくれ

る人が増えるからです。 

Ｃ：無料にするなら，レシピ集を作るための

お金はどうやって準備するんですか。 

Ｃ１：お金のことはまだ考えていなかったの

で，これから考えたいと思います。 

Ｃ：レシピがあればこんにゃくが売れるので

すか。 

Ｃ１：スーパーにおいてあるレシピが書いて

あるチラシを見たことがありますか。社会

科でも習ったけど，よく私のお母さんがレ

シピをもらって帰って晩ご飯の参考にし

ているので，手にとってもらいやすいと思

ったからです。 

Ｃ：こんにゃくのレシピをおけば，確かにこ

んにゃくが売れるかもしれない。 

Ｃ１：みんなに発表して，レシピを無料で配

るための方法を考える必要があると思い

ました。よりよくして，182 ステーション

やゆっくらで配れるように準備をしたい

と思います。ありがとうございました。 

・最初に３分間で提案の概

要を説明させ，質疑応答

をする。その後，今後の

見通しを発表させる。 

・聴き手は，自分が調べた

ことや考えたことと比べ

て質問や感想を伝えてい

くように助言する。 

・取組の効果を考えさせる

ために，レシピの無料配

布チームを取り上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社会科でお店の人の工夫

として，レシピをおいて

いるのは，レシピに書い

てある物を売りたいとい

う思いと，レシピで色々

な料理を知らせたいとい

う思いがあったことを想

起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分達のアイデアを提案し，さらによく

するアドバイスをもらおう。 



８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 分 

 

 

３ 振り返る。 

Ｔ：今の話し合いの中で，レシピをおくと起

こる「よいこと」が何かを考えておたずね

していましたね。とてもいいおたずねだと

思ったのですが，どうしてそういうおたず

ねをするといいか分かりますか。 

Ｃ：いろんなアイデアがあるけど，「よいこ

と」が起こらなかったら，やる意味がない

し，そのおかげで，スーパーの時と一緒だ

ということが分かりました。 

Ｔ：なるほど。では自分のアイデアは，「よ

いこと」が起こるでしょうか。振り返って

みてください。 

Ｃ：私は，レシピを置いておけばよいと思っ

たけど，どんな「よいこと」が起こるか考

えていませんでした。これから，レシピの

見た目も工夫してこんにゃくを買ってく

れるようにしたいと思います。でも，お金

のことは考えていなかったので，これから

何円かかるか調べてみたいと思います。 

 

・取組を行うと起こる「よ

いこと」に着目しているこ

とを評価し，その効果を考

えさせる。 

 

 

 

 

・自分達の提案を「よいこ

と」が起こるかという視

点で振り返らせる。 

 

 

するどい目 

神石高原町の

こんにゃくのよ

さを知ってもら

うにはどうすれ

ばよいか」とい

う問いを意識

し，自分の考え

た取組に効果が

あるかどうかを

見付けようとし

ている。（ノー

ト） 

○か自分たちのアイデアをていあんし，さらによくするアドバイスをもらおう。 

。 

〈オリジナルこんにゃくレシピを考える。〉 

・こんにゃく料理レシピ 

・182 ステーションやゆっくらに置く 

            ↓ 

こんにゃくが売れる。 

ねがい 

神石のこんにゃくのおいしさをたくさんの人に知ってもらいたい！ 

む り ょ

う？ 

お 金 を

ど う す

る？ 

スーパー

のちらし 

 

買いたく

なる。 

レシピで

売れる？ 

振り返り 

◯どんな「よいこと」

が本当に起こるか

をよく考えるとい

い。 

 

 

★自分たちの取組は

「よいこと」が起こ

るかな？ 


